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あらまし：プレゼンテーションでは，スライド提示と口頭説明の双方を通じて情報の伝達を行う．これら

に対するレビューでは，あらかじめ可視化されているスライドに対して指摘を行うことは容易であるが，

口頭説明は音声情報であるため，指摘の対象を明示的に指示することは困難である．したがって，本研究

では口頭説明をテキスト情報として可視化することで，直接的にアノテーションを付与することが可能な

レビュー方法を提案する． 
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1. はじめに 
プレゼンテーションは，スライドや口頭説明を用

いて，自らの知識を他者へ外化する行為である．ま

た，そのリハーサルでは，プレゼンタはレビュアに

よる批評・批判を通じて自身の知識の不十分・不適

切な点に関する気づきを得ることができる．したが

って，リハーサルにおけるピアレビューは，プレゼ

ンタの知識洗練を促進させる重要な機会である． 
筆者らは，これまでにレビュー作業における負荷

を軽減するために，視覚的なアノテーション手法を

用いたレビュー支援システム(1)の構築を行ってきた．

本システムでは，可視化されたスライドに対して，

直接的なアノテーション作成を可能とする環境を実

現している．これにより，作業負荷が軽減され知識

洗練につながる質の高いレビューコメントの作成を

支援する．しかし，口頭説明については，録音と参

照のみにしか対応しておらず，それらに対して直接

的なアノテーション作成は困難である． 
この問題を解決するため，本稿では，口頭説明を

可視化することで，スライドと口頭説明の双方に対

して作業負荷が低いアノテーション手法を提案する． 

2. プレゼンテーション研究での口頭説明 
プレゼンテーションにおける口頭説明に関する研

究として，発表者の話し方の改善を目的としたスピ

ーチ支援システムの研究(2)などがある．一方，本研

究では知識の洗練化を指向し，主に口頭説明の内容

に対するレビュー支援を行うことを検討(3)している． 
スライドは視覚的な情報であり，あらかじめ可視

化されたデータである．しかし，口頭説明は音声情

報として記録・参照されることが多い．口頭説明へ

のアノテーションを考慮すると，これに起因して，

以下のような２つの問題が存在する． 

(1) 指摘箇所の指示に関する問題 
現状のレビュー支援システムでは，口頭説明に対

するアノテーション作成を暫定的な方法でしか行え

ない．なぜなら，口頭説明は音声情報のため，直接

的な指示による対象への関連付けは困難なためであ

る．したがって，発話内容を直接的にコメント内で

引用することにより，スライドの任意の箇所へ便宜

的に関連付ける方法を用いざるを得ない． 
 (2) 音声データの参照に関する問題 
現状のシステムでは，口頭説明の利用は，音声デ

ータの再生に限定されている．そのため，逐次的に

しか内容の確認ができず，スライドのように視覚的

な一覧性をもたないため，指摘内容に関する箇所を 
即座に特定するなどことが困難である． 
以上の問題を解決するためには，口頭説明もスラ

イドと同様に可視化した上で視覚的にアノテーショ

ンを行える環境を実現する必要がある． 

3. 口頭説明の可視化にもとづいたアノテー
ション手法 

本研究では，前章で述べた問題を解決するために，

従来のスライドに対するアノテーション手法を引き

継ぎつつ，口頭説明を可視化した上で，アノテーシ

ョンを明示的に作成する手法を提案する． 
3.1 口頭説明の可視化 

発表の経験が浅いプレゼンタは，発表者ノート機

能を利用して台本を用意することが多い．そこで，

本研究では，発表者ノートの記述内容を口頭説明の

テキストデータの一部として活用する方法を用いる． 
音声情報と違い可視化した口頭説明であれば，内
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容の把握をより正確に行うことが可能となり，指摘

対象を素早く特定し指示できる．したがって，アノ

テーション数の増加や質の向上が見込まれる． 

3.2 アノテーション手法 

前節で述べた口頭説明の可視化を踏まえ，本研究

では，スライドと口頭説明を以下の手順で視覚的に

表現するプレゼンテーション再構成手法を提案する． 
(1) スライドコンテンツと口頭説明の分割 
スライド情報は，構成要素である箇条書き，図表

単位に分割する．一方で口頭説明は，スライドの１

つ要素に対して，１文にて説明が行われることが多

いため文単位で分割する．本研究では，分割された

スライド情報と口頭説明をそれぞれ「スライドエレ

メント」，「オーラルエレメント」とよぶ． 
(2) 分割した各要素の統合 
スライドエレメントに対して，その内容と関連す

るオーラルエレメントを対応付けて「プレゼンテー

ション・マップ」（図１参照）として統合する．  
本研究では，プレゼンテーション・マップに対し

て直接的にアノテーションを付与することを提案す

る．これにより，口頭説明へもスライドと同様に，

作成負荷を軽減し質の高いアノテーション作成の支

援が可能となる． 
図１の①に示すように，従来であれば口頭説明の

内容を直接的に引用することで，指摘箇所を特定し

ていた．しかし，本マップを用いたアノテーション

手法であれば，直接的な付与が可能となる．また，

図１の②は，スライド間の口頭説明に対するアノテ

ーションである．従来のシステムでは，スライドに

記述されていない対象に対してはアノテーションの

付与を行うことが困難であった．しかし，本マップ

を用いた場合，全ての口頭説明がテキストとして可

視化されているため，指摘箇所の特定が容易となる． 

4. おわりに 
本稿では，口頭説明の可視化にもとづいた，プレ

ゼンテーション・マップによるアノテーション手法

を提案した．今後は，システムの開発をさらに進め

ると共に，口頭説明に関するアノテーション作成が

どのように変化するかについて評価し，プレゼンテ

ーション・マップの有効性を検証する予定である． 
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図１ プレゼンテーション・マップを利用したレビュー支援システム 
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